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  事例 37   単元「地球の変動と景観」 

能登半島地震を切り口とした地殻変動の授業実践 

理科 理科総合Ｂ 地域産業科・情報ビジネス科・第２学年   
石川県立輪島実業高等学校・教諭   

１ 事例の概要 

今年の３月末に発生した能登半島地震では、本校の周辺地域は多大な被害を被った。この能登半

島地震をどのようにして教材として取り扱い、生徒の理科の学力向上につなげていくかを、理科教

員としての課題としていた。学習指導要領のねらい等を考慮すると、理科総合Ｂの授業で能登半島

地震を扱う場合は、地震に関する専門性には深入りせず、地震は地殻変動の一例であるという視点

を重視した授業が妥当であると考えた。そこで、能登半

島地震を切り口とした地殻変動の学習を通して、実体験

をともなった確かな学力を育む授業展開を目指した。 
生徒に地殻変動の動的な感覚を、実感として体得させ

ることは容易ではない。そこで、国土地理院のホームペ

ージに公開されている能登半島地震の資料や地殻変動ア

ニメーション等を積極的に活用することにした。 
小中高の教育活動のつながりを考えた場合、小中学校

で培われていた班活動などの「学び合い」が、高校では

十分に生かされていないと感じていた。高校生の場合は、

それなりの難しさもあるが、本事例では「学び合い」をする場面をあえて設定した。そこで、生徒

が自分の考えを深め、資料から必要な情報を文章化したり表現したりする力を養う実践を行った。 
 
２ 実践内容 

(1) 単元の目標 

・プレートの動きによる地球上の大地形の形成など、大地の変動について理解する。 
・地球の変動は現在も進行しており、現在の地球の姿は、その一過程であることを認識し，動的

な地球観を体得する。 
 

(2) 指導上の工夫点 

①  学習内容を身近な自然現象と関連づけて理解を深める指導の工夫 

地殻変動は地球上のダイナミックな変化であるが、それを実感として体得しにくいものであ

る。そこで、能登半島地震を「単なる地面のゆれ」と捉えるだけでなく、能登半島地震は地殻

変動の一例であることを実感させることから、日本列島全体の地殻

変動へ思考を広げていく工夫をする。 
②  インターネットのＷｅｂページを積極的に活用した授業の展開 

国土地理院のホームページには、ＧＰＳ（汎地球測位システム）                            
の観測結果や地殻変動アニメーション等、教育的に有用な最新の情

報が数多く公開されている。本事例ではこれを積極的に活用する。

なお、Ｗｅｂページは、直接スクリーンに映し出して利用する。 
③ 「学び合い」の場面設定と読解力を養うための指導の工夫 

生徒が自分の考えを深めるために班活動による「学び合い」の場面を設定した。資料から必

要な情報を文章化したり表現したりする課題を班活動によって行うことで、ひとりだけで考え

るより、さらに探究的な活動ができるよう工夫をする。生徒が班で協議して発表をしやすくす

るためには、授業の雰囲気づくりと発問の工夫が重要と考える。 
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３ 指導の実際 

 学習内容 生徒の学習活動 教師の指導・留意点 評 価 規 準 
 

 
（導 入） 

 
 
 
 

〔展開１〕 
 

 
 
〔展開２〕 

 
 
 
〔まとめ〕 

 
 

○本時の目標をつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○能登半島地震を振

り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○能登半島地震の震源地、マグニチュ

ード、奥能登各地の震度を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

資料から日本列島が受け

ている力を読みとり、それ

を文章化したり表現した

りすることができる。  
【観察・実験の技能・表現】

 

地殻変動には、地震や火山

活動を伴う急激な変動と

長い年月をかけて進行す

るゆっくりとした変動が

あり、能登半島地震は地殻

変動の一例であることを

理解できる。 

【知識・理解】 

 
   
４ 成果と課題 

(1) 成果  

①  学習内容と身近な自然現象との関連づけによる生徒の理解の深まり 

「地殻変動」という学習内容と、能登半島地震とを関連づけることによって、実際に自分の

住んでいる場所の地殻が動いたという感覚が養われ、理解を深めることができた。また、そこ

から日本列島全体の地殻変動の理解へつなげることができた。 
②  Ｗｅｂページを積極的に活用することによる教育効果 

ＧＰＳの観測結果や地殻変動アニメーション等を活用することで、教科書だけでは扱いづら

い題材を教材化することができた。また、地殻変動アニメーションは生徒にとって印象に強く

残ったようであり、地殻変動の動的な感覚を養うには、有効な教材であることがわかった。 

③  「学び合い」による読解力育成の効果 

地殻変動ベクトル図から、日本列島が受けている応力

を読み取ることは、生徒にとってやや難しい課題であっ

た。しかしながら、少し時間をかけて班活動で議論をす

ることで、生徒の考えが少しずつ深まり、多くの生徒が

自分なりのことばでそれを表現することができた。 

 
(2) 課題 

①  読解力の向上 

本事例だけで、生徒が資料から必要な情報を読み取る力を高めたということはできない。読

解力を真に向上させるために、今後も、今回のような教材開発・授業実践を繰り返し行いたい。 
②  地殻変動アニメーションによる生徒の誤解 

地殻変動アニメーションの有効性は大きい反面、大きく誇張されていることを理解できずに、

アニメーション通りにリアルな変化をしていると誤解をした生徒が、多数いたようである。今

後は、生徒がこのような誤解をしないように、十分な配慮が必要である。 
 
 
５ その他  参考資料  国土地理院ホームページ（http://www.gsi.go.jp/）  
 

Ｃ－1 指導案 Ｃ－２ ワークシート Ｃ－４ 評価用紙 

能登半島地震では、 

輪島のゆれ方やゆれた方向にどのような特徴があっただろう？ 

能登半島地震によって、輪島はどの方向に何㎝ずれたのだろう？ 

現在の日本列島は、どの方向に力を受けているのだろう？ 

地殻変動には、２つのタイプがある。 

①地震や火山活動によって、急激に生じるタイプ。 

②プレート運動やマグマ活動によって、ゆっくり進行するタイプ。 

Ｅ－１ 授業で活用したＷｅｂページ 

Ｃ－３ 資料 

Ｄ－1 評価用紙の集計 


